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元気一杯、ちょっぴり甘

えん坊のゆきと。お姉ちゃ

んと追いかけっこするのが

大好き。仲良くね。

父　志元・母　恵子さん

岩井
いわい

志人
ゆきと

くん
１歳４カ月（旭ヶ丘）

西山
にしやま

ことみちゃん
１歳９カ月（若葉）

行動が、感性が、一日で

変わっていく成長の日々。

ことみの笑顔でパパとマ

マも幸せ笑顔が一杯です。

父　豊・母 多香子さん

旭ケ丘住宅地から木間生地区へ通

じる道路で、県道川西篠山線への災

害避難や迂回路として、延長2,400ｍ、

幅員７ｍで計画しています。今年度

は一部用地買収を予定しています。

平成1 2年度に完成した差組肝川１号線

に引き続き、同２号線を上肝川地内まで

延長約1 , 1 5 0ｍを、地域に密着した生活道

路として、今後、数年かけて整備する予

定です。今年度は同地区内に防火水槽を

設置し併せてふれあいバスの転回場所と

しての利用も計画しています。

平成1 2年に供用開始した原広根線（上野地

内）から役場へ通じる都市計画道路として、

延長約3 5 0ｍ、幅1 8ｍのうち、本年度約2 6 0ｍ

区間の改良工事を進めます。用地買収や物件

補償も順調に進み、既に６月上旬から原広根

線側から工事に着手しています。平成1 6年度

内に完成する予定です。

紫合山田地内の約4 0 0ｍを視距

改良し、併せてこの区間歩道幅

員を2 . 5 mにする計画です。今年

度から用地買収をし、工事着手

の予定です。

用地買収を今年度内

に完了し、支障物件移

転後拡幅工事に取り組

みます。これらの工事

が完了すれば、全線２

車線となり安全通行で

きる県道となります。

概ね平成1 7年度完了

予定です。

今年3月に完成した

杉生交差点から大島小

学校までの約 4 0 0ｍ区

間に、幅 3 . 5 mの両側歩

道を設置する事業に取

り組んでおり、今年度

から用地買収に入り、

概ね平成 1 8年度完了予

定です。

北野地内の交通渋滞と安全通行の

ため計画されているバイパスで、今

年度は用地測量を計画しており、今

後関係自治会との協議が終わり次

第、用地買収予定です。

昨年３月に町内部分全線が開通した県道川

西篠山線猪名川バイパスのうち、工事中の川

西市清和大橋架け替え工事が、本年秋には４

車線で完成予定です。これらが完成すれば猪

名川バイパス全線が４車線道路として、また、

主要地方道としての機能が発揮されることと

なります。

県条例に基づく福祉のまちづ

くり重点地区に指定されている

日生中央駅周辺を、昨年度から

整備しており、本年度も松尾台

地区と伏見台地区の各７から８

カ所の交差点歩道部段差の解消

や、視覚障害者用誘導ブロック

敷設など、公共空間バリアフリ

ー化を計画しています。

内馬場集落内の狭あいな道路が生

活道路として利用されているため、

また、伏見台地区から通学する生徒

も多く、改善要望があった部分を今

年度から河川管理道を拡幅利用し、

集落内狭あい部のバイパスとして整

備します。生活利便性の向上となる

よう延長1 1 5ｍを幅員約４ｍで整備し

ます。

県道川西篠山線から約7 0ｍ間を改良予定

です。本年度自治会との協議および用地

の買収を行い、次年度以降工事着工予定

です。この道路は大型車両の通行も多く、

通学路となっていることから地元協議を

行い実施していきます。

昨年完成した清水３号線から

分岐して、うぐいす台までの間、

約2 8 0ｍを幅員４ｍ程度に拡幅し

ます。緊急車両の通行をはじめ、

地域の皆さんの日常生活の安全

性などを確保するため整備して

いきます。

� 高 速 道 路 �
－国の現状－

国の行財政改革の取り組みにより、高速道

路の見直しや、道路公団の民営化に関して内

閣府に設置された「道路関係４公団民営化推

進委員会」で、高速道路建設に厳しい歯止め

がかかりました。そのため現段階では、第二

名神自動車道の取扱いがどのようになるかの

結論は出ておりません。道路関係４公団は新

会社発足までの間の工事について、当委員会

で取りまとめられた基準による個別路線の優

先順位に基づき建設計画の見直し、重点的な

予算配分を行うこととされています。これら

のことから計画どおり建設推進ができるかど

うか大変厳しい状況です。

－本町の現状－

平成1 0年に当時の建設省から日本道路公団

へ箕面から神戸間の施行命令が出され、これ

に基づき平成1 1年から同1 3年にかけて地元４

自治会に対して兵庫県、日本道路公団と共に

事業概要説明会を開催し、平成1 2年から路線

測量、土質調査が完了しています。平成1 3年

度にはこれらを基に同公団が基本設計を行

い、1 4年度には地元に対して設計協議に入る

ための協議が大部分完了しています。

今後の対応については、「兵庫第二名神自

動車道建設促進期成同盟会」と連携しながら

国の対応を注視し情報収集に努め、当初計画

どおり整備されるよう的確に対処することと

しています。

ゆうあいセンター室内プール利用時間拡大

日曜日

個人Ａ

一　般

一　般

－

火曜日

－

個人Ａ

個人Ｂ

一　般

午前1 0時～正　午

午後１時～同３時

午後３時～同５時

午後６時～同８時

木曜日

－

個人Ｂ

個人Ａ

一　般

金曜日

－

一　般

一　般

一　般

土曜日

個人Ａ

個人Ｂ

一　般

－

個人Ａ＝6 0歳以上の人、個人Ｂ＝障害のある人（身体障害者・

療育手帳所持者および介護者）、一般＝町内在住の人

８月に限り、ゆうあいセンター室内プールの利用時間を次の

とおり拡大します。

�対象者 町内在住の人（６歳以下には必ず保護者が同伴し

てください）

�料金 大人2 0 0円、小人1 0 0円（すこやかカード・身体障害

者手帳・療育手帳所持者および幼児は無料になります）

問い合わせは、同センター（�766－1200）へ。

夏夏
のの
交交
通通
事事
故故
防防
止止
運運
動動

７
月
15
日
（
火
）
〜
７
月
31
日
（
木
）

高
齢
者
の
交
通
事
故
は
そ

の
半
数
以
上
が
歩
行
中
や
自

転
車
利
用
中
に
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
体
力
の
衰

え
に
よ
り
身
体
の
反
応
が
遅

れ
、
危
険
を
避
け
る
と
っ
さ

の
行
動
が
困
難
と
な
る
こ
と

に
加
え
、
自
分
の
身
体
機
能

の
低
下
に
関
す
る
評
価
が
甘

く
な
り
、
つ
い
無
理
を
し
て

し
ま
う
傾
向
が
あ
る
た
め
で

す
。
交
通
事
故
死
者
数
の
約

３
分
の
１
を
高
齢
者
が
占
め
、

し
か
も
死
亡
事
故
件
数
は
若

年
層
の
約
５
倍
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
は
、
大
人
に
比
べ

て
視
野
が
狭
く
、
一
つ
の
も

の
に
注
意
が
向
く
と
周
囲
の

も
の
が
目
に
入
ら
な
く
な
り

が
ち
で
す
。
ま
た
、
大
人
の

真
似
を
す
る
傾
向
が
あ
る
の

で
、
大
人
が
良
い
手
本
と
な

り
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

二
輪
車
の
事
故
の
多
く
は

交
差
点
で
の
確
認
不
足
や
ス

ピ
ー
ド
の
超
過
に
よ
る
も
の

で
す
。
交
差
点
で
は
「
安
全

確
認
」
を
徹
底
し
、
特
に
裏

通
り
の
交
差
点
で
は
、
確
実

に
一
時
停
止
ま
た
は
徐
行
を

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ

ナ
ー
を
守
り
、
ス
ピ
ー
ド
は

控
え
め
に
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

は
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
二
輪
車
の
運
転
は

常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
ょ

う
。

夏はレジャーなどによる交通量の増大に加え、

暑さからくる疲れや気の緩みなどから、交通事故

の多発が懸念されます。このため兵庫県では、次

の２点を重点項目とし、交通安全意識および交通

モラルの高揚を図り、思いやりのある交通行動の

実践を習慣づけることにより、交通事故防止の徹

底を図ることを目的とした運動を展開します。

問い合わせは、生活環境課（�766ー8712）へ。

より便利 よりやさしい
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
道

路
は
、
住
民
生
活
の
中
で
一
番
重

要
な
も
の
で
す
。
町
内
に
は
国
道
、

県
道
、
町
道
が
縦
横
に
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
道
路
は
各

道
路
管
理
者
が
安
全
通
行
で
き
る

よ
う
、
日
常
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

危
険
な
箇
所
は
修
繕
工
事
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
見
通
し
の
悪
い

道
路
は
視
距
改
良
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
達
が
毎
日
通

行
す
る
通
学
路
や
歩
道
整
備
も
、

実
情
に
合
わ
せ
て
順
次
整
備
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
は
広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
、
町
南

北
軸
の
骨
格
と
な
る
主
要
地
方
道

県
道
川
西
篠
山
線
の
整
備
促
進
や
、

東
西
軸
と
な
る
県
道
切
畑
猪
名
川

線
、
島
川
原
線
、
島
能
勢
線
、
能

勢
猪
名
川
線
、
下
佐
曽
利
笹
尾
線

な
ど
の
整
備
改
良
を
県
に
対
し
て

要
望
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

道
路
整
備
に
際
し
て
は
、
人
に

や
さ
し
い
道
づ
く
り
・
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
歩
道
改

良
や
道
路
の
新
設
改
良
に
併
せ
、

歩
道
の
切
下
げ
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
設
置
な
ど
に
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
道
路
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
継
続
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

生
活
道
路
で
あ
る
町
道
整
備
は
、

住
民
生
活
の
利
便
性
、
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
積
極
的
に
進
め
、
広

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
２
方

向
避
難
通
路
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
私
道
の
町
道
移
管
の
促
進
、

舗
装
な
ど
の
改
良
整
備
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
集
落

か
ら
幹
線
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

集
落
間
の
連
携
機
能
を
持
つ
町
道

整
備
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
は
町
内
に
ど
の
ぐ
ら
い
の
道
路
が
あ
る
か
ご
存
じ
で
す

か
。
平
成
13
年
度
末
で
、
国
道
は
１
路
線
１
・
９
�
、
県
道
は
８

路
線
47
・
７
�
、
町
道
は
９
１
１
路
線
２
３
３
・
７
�
（
同
14
年

度
末
）
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
も
、
人
に
や
さ
し
い
道
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
公
共
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
、
道
路
交
通
の

円
滑
化
、
住
民
生
活
の
安
全
性
の
確
保
な
ど
を
目
的
と
し
た
工
事
が
、

町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
現
在
計
画
が

進
ん
で
い
る
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
ご
報
告
し
ま
す
。

子どもと高齢者の交通事故防止

二 輪 車 の 交 通 事 故 防 止

�
原
広
根
線
か
ら
役
場
へ
通
じ
る
上
野
５
号

線
の
工
事

� 県道関係（５カ所）� �町道関係（７カ所）�

�
清
和
大
橋
架
け
替
え
工
事
の
様
子

問合先
く
わ
し
く
は
、
道
路
河
川

課
（
�
７
６
６
・
８
７
０

５
）
へ
。
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